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区
長
提
出
議
案

●
中
野
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
障
害
者
福
祉
作
業
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
乳
幼
児
の
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●
中
野
区
自
転
車
駐
車
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
●
特
別
区
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て議
員
提
出
議
案

●
意
見
書
（
2
件
・
次
項
に
掲
載
）

●
決
議
（
2
件
・
前
区
長
、
前
助

役
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈
に
関

す
る
決
議
）
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第
2
回
定
例
会

可
決
し
た
議
案

可
決
し
た
議
案

可
決
し
た
議
案

抗
癌
剤
の
保
険
適
用
拡
大
を

進
め
る
意
見
書

今
や
、
日
本
人
の
死
亡
者
の
三

人
に
一
人
、
年
間
約
30
万
人
が
癌

に
よ
り
命
を
失
っ
て
お
り
、
癌
患

者
は
全
国
で
約
60
万
人
と
推
測
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

欧
米
で
は
、
科
学
的
根
拠
に
基

づ
い
て
、
使
用
す
べ
き
抗
癌
剤
を

選
定
し
、
そ
れ
ら
を
標
準
治
療
薬

と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
日
本
で
は
そ
う
し
た
薬
剤
の

う
ち
１
０
０
種
類
以
上
が
、
未
承

認
ま
た
は
保
険
適
用
外
と
な
っ
て

お
り
、
抗
癌
剤
の
承
認
審
査
を
迅

速
に
進
め
る
た
め
の
手
続
き
の
合

理
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
日
本
で
は
、
欧
米

の
標
準
治
療
薬
で
あ
っ
て
も
、
保

険
適
用
外
で
あ
る
医
薬
品
を
使
用

し
た
場
合
、
抗
癌
剤
の
費
用
の
み

な
ら
ず
、
入
院
費
、
検
査
料
な
ど

を
含
め
、
全
て
を
自
己
負
担
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
あ
ま

り
に
も
重
い
経
済
的
負
担
で
あ
り
、

長
期
に
わ
た
っ
て
は
、
家
族
の
生

活
か
、
患
者
の
治
療
か
の
二
者
択

一
を
迫
る
と
い
う
、
過
酷
な
事
態

を
招
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、
国

に
対
し
、
多
く
の
癌
患
者
が
少
し

で
も
長
く
人
間
ら
し
い
生
活
を
維

持
で
き
る
よ
う
、
抗
癌
剤
の
承
認

及
び
保
険
適
用
に
お
け
る
問
題
点

を
早
期
に
改
善
す
る
た
め
に
、下
記

の
事
項
を
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

記

1

抗
癌
剤
の
よ
う
に
必
要
性
、

緊
急
性
の
高
い
医
薬
品
に
つ
い
て

は
、
他
の
医
薬
品
に
優
先
し
て
審

査
を
行
な
う
制
度
を
つ
く
り
、
半

年
程
度
の
期
間
で
結
論
を
出
す
こ

と
。
特
に
、
欧
米
に
お
い
て
標
準

治
療
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

な
ど
の
実
績
の
あ
る
医
薬
品
に
関

し
て
は
、
治
験
方
法
を
検
討
し
、

迅
速
な
審
査
を
行
な
う
こ
と
。

2

特
定
の
癌
種
に
対
し
て
日
本

で
認
可
さ
れ
保
険
適
用
さ
れ
て
い

る
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
保
険
適

用
範
囲
の
拡
大
を
検
討
す
る
こ
と
。

3

欧
米
の
標
準
治
療
薬
の
よ
う

に
、
科
学
的
根
拠
が
既
に
確
立
さ

れ
て
い
る
抗
癌
剤
を
使
用
し
た
場

合
に
は
、
薬
剤
費
以
外
は
例
外
的

に
保
険
適
用
す
る
こ
と
を
検
討
す

る
こ
と
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

あ
て
〉

輸
入
食
品
及
び
食
品
添
加
物

等
に
対
す
る
監
視
体
制
を
強

化
し
、
食
品
安
全
行
政
の
改

善
を
求
め
る
意
見
書

わ
が
国
は
食
糧
自
給
率
が
年
々

低
下
し
、
平
成
12
年
度
の
輸
入
率

は
60
％
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）
に

達
す
る
と
い
う
食
料
輸
入
大
国
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
注
目

さ
れ
る
の
は
近
年
生
鮮
野
菜
や
冷

凍
野
菜
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
昨
年
の
国
内
野
菜
生
産
量
千

三
百
万
ト
ン
に
対
し
、
輸
入
野
菜

は
百
六
十
万
ト
ン
に
達
し
て
お
り
、

そ
の
40
％
が
中
国
産
で
す
。
ま
た
、

冷
凍
野
菜
も
平
成
3
年
の
四
千
ト

ン
か
ら
昨
年
は
五
万
八
千
ト
ン
に

達
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
は
わ
が
国
の
野

菜
生
産
に
大
き
な
被
害
を
与
え
、

昨
年
5
月
よ
り
白
ネ
ギ
、
生
し
い

た
け
に
つ
い
て
暫
定
セ
ー
フ
ガ
ー

ド
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
輸

入
野
菜
類
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
ゆ

ゆ
し
い
問
題
は
、
植
物
検
疫
で
の

不
合
格
品
や
残
留
農
薬
の
検
出
が

頻
発
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の

4
月
に
も
中
国
産
の
エ
リ
ン
ギ
や

冷
凍
ほ
う
れ
ん
草
か
ら
基
準
量
の

数
倍
と
い
う
高
い
水
準
の
残
留
農

薬
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
が
厚
生
労

働
省
か
ら
発
表
さ
れ
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
や
冷
凍

食
品
業
界
に
混
乱
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。
国
民
の
生
命
に
関
わ
る

毒
性
を
含
む
輸
入
食
料
品
を
水
際

で
排
除
す
る
の
は
、
輸
入
品
の
検

査
検
疫
を
担
っ
て
い
る
国
の
重
大

な
責
務
で
す
。

一
方
、
法
律
で
添
加
物
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
な
い
香
料
な
ど
が
、

数
十
年
に
わ
た
り
ス
ナ
ッ
ク
菓
子

や
た
く
さ
ん
の
食
品
に
添
加
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
、
次
々
と
あ
き
ら

か
に
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
製
造
し
て
き
た
企
業
は
こ
れ

ら
の
添
加
物
が
認
可
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
違
法
添
加

物
を
使
用
し
て
い
た
食
品
企
業
は

数
百
社
に
も
お
よ
び
、
関
連
商
品

の
回
収
規
模
は
史
上
最
大
に
の
ぼ

る
と
み
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
問
題

な
の
は
、
厚
生
労
働
省
が
違
法
行

為
を
取
り
締
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
海

外
で
使
用
さ
れ
て
い
て
日
本
で
は

禁
止
さ
れ
て
い
な
い
添
加
物
に
つ

い
て
、
認
可
申
請
を
す
る
よ
う
業

界
団
体
に
指
導
を
し
て
い
た
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
、
１
９
７
２
年
食

品
衛
生
法
改
正
に
と
も
な
い
、「
食

品
添
加
物
の
使
用
は
極
力
制
限
す

べ
き
」
と
の
衆
参
両
院
で
の
付
帯

決
議
に
も
反
す
る
も
の
で
す
。

国
に
お
い
て
は
国
民
の
生
命
と

健
康
を
守
り
、
ひ
い
て
は
国
内
農

業
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
、
早

急
に
強
力
な
対
策
を
実
施
す
べ
き

で
す
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お

か
れ
て
は
、
下
記
の
事
項
に
つ
い

て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ

う
強
く
要
望
し
ま
す
。

記

1

国
は
食
品
衛
生
法
を
食
品
の

安
全
性
の
確
保
に
重
点
を
お
く
よ

う
改
正
す
る
こ
と
。
と
り
わ
け
合

成
香
料
の
食
品
へ
の
使
用
基
準
を

定
め
る
な
ど
、
消
費
者
が
安
全
性

を
確
認
で
き
る
よ
う
食
品
表
示
制

度
を
見
直
す
こ
と
。

2

輸
入
食
品
の
増
加
に
対
応
で

き
る
検
疫
・
検
査
体
制
の
整
備
を

早
急
に
進
め
る
こ
と
。
特
に
、
食

品
監
視
員
の
増
員
を
早
急
に
は
か

る
こ
と
。

3

国
は
検
疫
・
検
査
に
よ
っ
て

危
険
な
食
品
や
病
害
虫
等
が
検
出

さ
れ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
都
道

府
県
や
政
令
都
市
に
通
知
し
、
危

険
食
品
や
病
害
虫
の
伝
搬
を
防
止

で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

4

安
心
、
安
全
な
食
の
実
現
の

た
め
に
も
日
本
の
農
業
を
守
り
、

食
糧
自
給
率
を
高
め
る
こ
と
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
厚

生
労
働
大
臣
あ
て
〉
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可
決
し
た
意
見
書

可
決
し
た
意
見
書

可
決
し
た
意
見
書

意見の分かれた案件（第2回定例会）

会 派 名
（議員数）

件　　名

自

民
（12）

共

産
（9）

公

明
（9）

自

治
（5）

民
主
ク
（2） ※

無
所
属
（6）

結
　
果

（13）第33号陳情　中野区勤労福祉会館施設内使用料見直し・情報公開につ
いて

× ○× ○× × × 不採択

※　無所属議員については、会派と同様の扱いで掲載しています。
会派名の略称　　自　民：自由民主党議員団　　　公　明：公明党議員団　　共　産：日本共産党議員団

自　治：市民自治フォーラム　　民主ク：民主クラブ

陳　　情

【○：賛成　×：反対　―：退席】

〔 〕

中野区議会は、歳暮の贈答など、虚礼等の廃止を決議しています�

●贈らない　●求めない　●受け取らない�

虚礼等廃止の�
主な事項�

虚礼等廃止の�
主な事項�

●時候の挨拶状の送付�

●中元･歳暮等の贈答�

●病気等の見舞いにおける金品等の贈与�

●新聞、雑誌、名簿、掲示板等への広告�

●慶事･弔事についての廃止事項―祝儀･香典･供花の贈与、祝電･弔電等の発送�
●各種行事･各種団体に対する寄付･カンパ、祝儀、祝電、金品等の贈与等�
　※本人または配偶者が出席する場合は、会費相当額を限度とする�


